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保健体育科における現状の課題

 運動能力・技能の差

 体力水準の低下と体力差

 運動経験の乏しさ

 性別の違い、障がいの有無

「できない子」・「わからない子」が取り残されていませんか？



では、実際にどう授業をデザインする
のか考えます



教師が直接教える授業 ICTを活用した授業 生成AIを活用した授業

授業をデザインする３つの手法



それぞれの“強み“と”弱点“

①教師が直接教える授業

【強み】
・活動時間が確保できる
・安心感と明確な指導

【弱点】
・教えられることが多くなるので、探究
的な視点は少ない。
・個別最適化・協働的学びがデザイン
しづらい
・ひとりひとりを見取る時間がない

②ICTを活用した授業

【強み】
・お手本動画が見れたり、自分の動き
が確認できたり、「動きの見える化」に
より理解が深まる
・動作の比較ができ、課題がわかる

【弱点】
・思考がメインになるため、活動時間が
減ることもある

③生成AIを活用した授業

【強み】
・生徒自ら課題を立てる
・生成AIにより、個別最適な学習がで
きる。
例えば、自分の課題を入力すること
で、改善のアドバイスがすぐもらえる。

【弱点】
・やはり活動時間が減る可能性がある。
・情報が正しいか不明

※生成AIのアドバイスは教師が最終確認し、
安全性・正確性を保証する。



「第３学年 器械運動（跳び箱）の単元計画」



①教師が直接教える授業

②ICTを活用した授業

③生成AIを活用した授業

①教師が直接教える授業

②ICTを活用した授業

①教師が直接教える授業

③生成AIを活用した授業

①教師が直接教える授業

②ICTを活用した授業

今回の単元では、

生成AIの活用が、

「個別最適な学習」

にどう繋がるのか、

今後の可能性に挑戦

してみました



生成AIの活用 GOOGLE GEMINI で作成。作成したアプリデータをGOOGLE サイトで生徒と共有。
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今回の授業の振り返り（成果と課題）



最後に

教師は、「個別最適な学び」をデザインするために必要な

「観察」・「調整」・「コーチング」 の３つに時間をかけることができるようになる！

これからの保健体育の授業では、教師の関わり方の調整が必要


